
貸 借 対 照 表

平成28年 2月29日　現在

株式会社　情報通信ネットワーク （単位：    円）

資 産 の 部 負 債 の 部

科　　目 金　　額 科　　目 金　　額

【流動資産】     348,442,503 【流動負債】     357,243,743

現 金 及 び 預 金     127,280,286 買 掛 金     108,363,781

売 掛 金     183,726,214 短 期 借 入 金      86,793,319

商 　 品         120,000 未 払 金      81,237,023

貯 蔵 品         681,386 未 払 法 人 税 等       1,215,200

立 替 金       4,127,076 未 払 消 費 税 等       1,138,300

前 払 費 用         996,970 繰 延 税 金 負 債         121,517

短 期 貸 付 金       4,713,277 預 り 金       2,503,603

未 収 入 金       3,121,852 1年以内返済長期借入金      75,871,000

預 け 金       3,315,112 【固定負債】     153,905,709

関 係 会 社 貸 付 金      21,640,330 長 期 借 入 金     137,385,000

貸 倒 引 当 金      -1,280,000 長 期 未 払 金      16,520,709

【固定資産】     368,854,918 負 債 の 部 合 計     511,149,452

【有形固定資産】     262,567,016 純 資 産 の 部

建 　 物      46,964,810 【株主資本】     206,663,192

建 物 附 属 設 備       4,686,957 資 本 金      82,952,058

構 築 物       1,986,338 資 本 剰 余 金       6,500,000

車 両 運 搬 具       6,082,547 資 本 準 備 金       6,500,000

工 具 器 具 備 品         140,767 利 益 剰 余 金     117,211,134

土 　 地     202,705,588 利 益 準 備 金       1,000,000

リ ー ス 資 産               9 そ の 他 利 益 剰 余 金     116,211,134

【無形固定資産】      24,170,353 繰 越 利 益 剰 余 金     116,211,134

電 話 加 入 権       1,395,034 【評価･換算差額等】        -515,223

ソ フ ト ウ ェ ア      22,775,319 その他有価証券評価差額金        -515,223

【投資その他の資産】      82,117,549

投 資 有 価 証 券       1,552,900

敷 　 金         353,000

長 期 前 払 費 用       5,980,080

繰 延 税 金 資 産         300,519

保 険 積 立 金      73,931,050 純 資 産 の 部 合 計     206,147,969

資 産 の 部 合 計     717,297,421 負 債 及 び 純 資 産 合 計     717,297,421



注 記 表

株式会社　情報通信ネットワーク

この計算書類は、「中小企業の会計に関する基本要領」によって作成しています。

重要な会計方針に係る事項に関する注記

１．有価証券の評価基準及び評価方法

(1)売買目的有価証券

　　時価法を採用しております。

　　なお、売却原価は、移動平均法により算定しております。

(2)子会社株式及び関連会社株式

　　移動平均法による原価法を採用しております。

(3)その他有価証券

　　1)時価のあるもの

　　　決算日の市場価格等に基づく時価法を採用しております。

　　　なお、評価差額は、全部資本直入法により処理し、売却原価は

　　　移動平均法により算定しております。

２．固定資産の減価償却の方法

(1)有形固定資産

　　法人税法の規定に基づく定率法又は旧定率法を採用しております。

　　ただし、平成10年4月1日以後に取得した建物（付属設備を除く）

　　については法人税法の規定に基づく旧定額法、平成19年4月1日以後

　　に取得した建物（付属設備を除く）については定額法を採用して

　　おります。

　　なお、平成15年4月1日以後に取得した取得価額30万円未満の資産に

　　ついては、取得時に費用処理しております。

(2)無形固定資産

　　法人税法の規定に基づく定額法又は旧定額法を採用しております。

　　ただし、平成15年4月1日以後に取得した取得価額30万円未満の資産

　　については、取得時に費用処理しております。

(3)リース資産

　　法人税法の規定に基づくリース期間定額法を採用しております。

(4)長期前払費用

　　法人税法の規定に基づく期間均等償却を採用しております。

３．引当金の計上基準

(1)貸倒引当金

　　債権の貸倒損失に備えるため、法人税法に規定する法定繰入率によ

　　り計算した回収不能見込額を計上しております。

４．消費税等の会計処理

　　消費税等の会計処理は、税抜方式を採用しております。

５．税効果会計の適用

    法人税、住民税及び事業税については税効果会計を適用しており

    ます。

　  なお、繰延税金資産又は繰延税金負債の計算にあたり適用した

    法定実効税率は、36.84％であります。



　

貸借対照表に関する注記

１．有形固定資産の減価償却累計額　　　　　　　　　　　　　　　　　134,675,592円

　　　　　　　　

２．無形固定資産の減価償却累計額　　　　　　　　　　　　　 　　　　36,988,415円

３．代表者に関する金銭債務　　　　　                            　 11,120,732円

４．関係会社に対する金銭債権

　　　　　　　　　　　　㈱ＪＴＮパーク（関係会社貸付金）　　　　　 21,640,330円

５．関係会社に対する金銭債務

　　　　　　　　　　　　　　　　㈱登記簿図書館（買掛金）　　　　　 96,089,811円

株主資本等変動計算書に関する注記

１．当期末における発行済株式の数　　　　　　　　　　　1,579株

２．当期末における自己株式の数　　　　　　　　　　　　　　0株

３．当期中に行った剰余金の配当はありません。


